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昭和36午 6 月より昭和38年12月までに大阪成人病センターが行なった 100 ミリオデノレカカメラによ
る間接胃 X線をけ l心とした胃集検受診者中， 35才以上の 4 ， 216 名，および昭和39年 3 月， 7 月に実施
した40才以上の全住民検診受診者716名を対象とした。




すめたものである。乙の詳では，円癌発見率が2.696 と最も高く，胃痛手術率(10096) ，追跡平 (84.7
%)胃潰湯受療率 (83%) は，いずれも良好な成績であったが，受診率は悪かった (63.896) 。
B 群 c事業所従業員群) 2 ， 631名
事業所従業旦から受診希望者を募集したものである。集検受診率 (85.796) , 精検受診率 (91. 0
qο 円〆臼










































象となりうべき胃癌患者の 3 分の l をすでに集検において把握しえたことが判明している。
このような成績は，目策検能力がきわめて制約されている現在において，効率よく胃癌対策を進展
せしめる上に，貴重な資料を提供するものである。
すなわち，著者も考察しているのであるが，地域において，診療所医師を第一次スクリーニング機
関とし，定常的に設置された集検施設を第二次スクリーニング機関とし，高次のセンターは，そのス
タッフの充足，訓練にあたるとの予防医療体系を構想し，これを円滑に運営せしめることにより高次
の技術水準を伴った予防医療体系が確立するものと考える。
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